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実施概要

実施概要

目的
活用方法

 つくばみらい市の地域課題や暮らしの中での課題に関
して、幅広い年代の市⺠の視点から多様な意見・アイ
デアを頂き、後期基本計画の策定に反映する
＜反映箇所＞

• 施策の目指す姿の検討
• 各施策における現状・課題の整理

プログラム概要

日時場所
 日時：令和3年11月7日（日）

午前の部：9:30〜12:30
午後の部：14:00〜17:00

 場所：みらい平市⺠センター

参加者

 49名（午前の部：22名、午後の部：27名）

概要説明

第1ラウンド

第２ラウンド

全体共有

 「つくばみらい市の問題・課題は？」
 個人ワークとして、 「子育て・教育」、「健康・
福祉」、「産業・文化」、「生活環境・都市基
盤」の分野ごとに参加者が日ごろ感じているつ
くばみらい市の問題・課題を付箋に書き出す

 付箋を模造紙に貼ってグループで共有する

 「各分野で今後解決すべき課題は？」
 興味・関心のある分野のグループに移動する
（ワークショップ申込時に興味・関心を聴取）

 分野ごとに第1ラウンドで出た問題・課題を整
理する

 重点的に解決すべき課題をグループで決める

 各グループで話し合った結果を会場全体で共有
 顕在化している課題、潜在的な課題
 重点的に解決すべき課題

 概要説明
 つくばみらい市の紹介
 総合計画の説明
 まちの将来像とまちづくりの基本的な方向性
 本日のワークショップの位置づけ

性別 人数 割合 年齢 人数 割合
男性 33 67.3% 15〜19歳 12 24.5%
女性 16 32.7% 20〜29歳 3 6.1%
合計 49 100.0% 30~39歳 10 20.4%

40~49歳 4 8.2%
地区 人数 割合 50〜59歳 5 10.2%

旧伊奈 12 24.5% 60〜69歳 10 20.4%
旧谷和原 9 18.4% 70歳以上 5 10.2%
みらい平 16 32.7% 合計 49 100.0%
その他 12 24.5%
合計 49 100.0%
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ワークショップの構成と活用方法

実施概要

テーマ①
つくばみらい市の課題は？
 つくばみらい市にはどのような問題・課題があるのか意見を
出し合おう！

テーマ②
各分野の課題の優先順位は？
 各分野の問題・課題のうち重要度が高い課題を整理して
みよう！

テーマ①
各分野の課題への対応策は？
 各分野の課題への対応策について意見を出し合おう！

テーマ②
各分野において住⺠ができることは？
自分ができることは？
 課題を解決に向けて住⺠ができること（⾃分ができるこ
と）について意見を出し合おう！

次期総合計画の各施策の課題整
理や具体的な取組の検討材料

次期総合計画の具体的な取組
や役割分担の検討材料

＜活用方法＞ ＜活用方法＞

第１回（今回） 第２回（令和4年7月頃）



２．当日の流れ
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１．総合計画の概要及びつくばみらい市の紹介

当日の流れ

まず、市が目指すべき将来像「しあわせと笑顔あふれる みどりがつなぐ『みらい』都市」の説明や将来像の実現に向けた市の最
上位計画である総合計画の概要説明を行いました。
次に、まちづくりの方向性（グランドデザイン）や人口の見通し、人口構造の変化、財政状況等の説明を行いました。
さらに、今後、市として検討する必要のある課題や問題の説明を行いました。

（当日資料より一部抜粋）
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２．グループワーク：第1ラウンド

当日の流れ

グループワークの第1ラウンドでは、「つくばみらい市の課題」を「子育て・教育」、「健康・福祉」、「産業・文化」、「生活環境・都
市基盤」の4つの分野で考えました。
まず、個人ワークとして、日常生活などで感じている課題感を付箋に書き出しました。
次に、グループ内で発表し、集まった意見を上記4分野に分けて整理しました。グループ内では、年齢・居住地域・性別などの垣
根を越えて意見交換を行いました。

個人ワークで分野ごとの課題感を書き出している様子 グループ内で個人ワークで考えた課題感を共有している様子
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２．グループワーク：第2ラウンド

当日の流れ

グループワークの第2ラウンドでは、「子育て・教育」、「健康・福祉」、「産業・文化」、「生活環境・都市基盤」の分野ごとのグルー
プに分かれ、意見交換を行いました。グループ分けは、本ワークショップの申込時に聴取した参加者の皆様の興味・関心に基づき
行いました。
まず、第1ラウンドで出た意見を各分野のテーブルに持ち寄り、意見を紹介しました。
次に、模造紙に意見（付箋）を貼り換え、類似する意見をグルーピングしました。
最後に、グルーピングした意見ごとに、課題感の大きさに基づき優先順位付けを行いました。

第1ラウンドで出た意見を共有している様子 意見をグルーピングし、優先順位を検討している様子
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３．発表

当日の流れ

グループワークのまとめとして、全体発表を行いました。発表では、グループ内で出た意見や優先的に解決すべき課題などをグ
ループごとにお話しいただきました。

発表の様子



３．グループワークで聴取した主な意⾒
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※グループワークの第２ラウンドでグルーピングした項目で、優先度が高いとした項目を「重点的に解決すべき問題・課題」としています。
希望者の多かったテーマは、グループ数を増やして意見交換を行ったため、優先度が高いとされた項目の数も多めになっています。

「子育て・教育」 「健康・福祉」 「産業・文化」 「生活環境・都市基盤」

３グループ ２グループ ２グループ ３グループ
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分野：子育て・教育

具体的な問題・課題・意見

学習支援
外国にルーツを持つ子ども達の日本語教育支援が不
足している
学習ボランティアが不足している

交流

子育て世代と地域住⺠が交流する機会が欲しい
子どもたちが農業を体験できる機会が欲しい
子どもと大人が交流する機会が少ない
子どもが楽しめるイベントが少ない
地域・家庭・学校が連携できていない
登下校の子どもの見守りが少ない

子育て支援

子育て中の方の孤立を支援してほしい
一時預かりが使いにくい
保育園数が少ない、入園しづらい
子育て世代に十分に情報が届いていない

子育てのための
物品購入

学習用具（文房具など）を購入できる商店が少ない
書店がない
図書館の蔵書数が少ない

小・中・高等学校

在籍する学校に希望の部活がない
常勤のスクールソーシャルワーカーがいない
地区によって学校規模が違う
学区分けを見直してほしい
みらい平地区に中学校が無い
学校の美化がなされていない

障がい児支援
重心児・医療的ケア児受け入れ環境が整っていない
障がい児に関する子育て支援が充実していない
おやこ・まるまるサポートセンターの支援が必要

通学路の
安全性の確保

安全な通学路が整備されていない
夜道が暗い

項目 具体的な問題・課題・意見

子どもの
遊び場の整備

遊び場が少ない
公園に十分な遊具が整備されていない
四季を感じられる公園が少ない
プールが無い

その他

学校以外で学習ができる施設を整備してほしい
児童クラブの利用時間を19時以降に延⻑してほしい
オーガニック食材を活用した給食を提供してほしい
小中一貫校を設置してほしい
高校卒業後の就業先が少ない

重点的に解決すべき問題・課題 その他の問題・課題

（一部抜粋）
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分野：健康・福祉

項目 具体的な問題・課題・意見

医療機関
救急でかかれる病院がない
総合病院がない

高齢者向け施設

運動施設が少ない
高齢者の人が安全で楽しく過ごせるような施設
老健施設の空きがない
老人ホームが少ない
高齢になった時の交通手段
介護施設への移動手段がない
高齢者の買い物支援

コミュニティ

介護施設の横のつながりがない
障がいのある方と地域のつながりが希薄
高齢者の交流の場が少ない
高齢の方と子育て世代がつながるコミュニティ

項目 具体的な問題・課題・意見

健康診断
気軽に健康相談ができる窓口の設置
健康診断後のフォローが少ない
申請のデジタル化

健康づくり

からだを動かす公園がない
健康増進のイベントがほしい
健康ランド（温泉施設）が欲しい
スポーツジムやトレーニング施設が少ない
統合運動公園をもっと有効に活用する
プールがない

高齢者
高齢者の孤立化の対策を行う
災害時の高齢者の見守りの体制が必要
ひとり暮らしの高齢者への支援を拡充する

障がい児・
障がい者支援

重心児・重心医ケア児・動ける医ケア児
障がい児に関する福祉サービス、情報共有支援体制の
構築
小児から成人まですぐに相談できる医療ネットワークを
構築してほしい
学生への啓発・交流を行う
障害者の福祉サービスが不足している
身体的に不⾃由な人が生活しやすいまちづくり

その他

⺠生委員のなりてが少ない
コミュニティバスの増便
妊婦タクシーを整備してほしい
世代間の交流の機会がない

重点的に解決すべき問題・課題 その他の問題・課題

（一部抜粋）
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分野：産業・文化
重点的に解決すべき問題・課題 その他の問題・課題

項目 具体的な問題・課題・意見

企業誘致 企業誘致に注力するべきである
企業を誘致できる地域が限られている

農業
市の中心産業である農業を活用する
農業支援が不足している
農業の担い手が不足している

飲食店・商店・観光市内での経済循環が少ない

項目 具体的な問題・課題・意見

観光

観光資源の有効利用ができていない
市内観光ツアーを行う
観光地が少ない
観光ルートを作り、ボランティアを配置する
市内での祭りが少ない
ワープステーションの活用（再一般公開）
古⺠家を活用する

企業誘致

駅前にカフェやコンビニが欲しい
大きな商店街がない
カフェや喫茶店を増やしてほしい
子供服を取り扱う商店が欲しい
書店が欲しい
大型ショッピングモールがない

施設

多文化共生センターの設立
イベントを開催できるような場所が欲しい
娯楽施設を増やしてほしい
ゴルフ場の活用
宿泊施設がない
体育館などのスポーツ施設が欲しい
多様なスキルを活かせる場が欲しい
廃校の跡地利用

シティプロモーション
郷土史をPRする
文化に関する情報発信が少ない
文化の授業を行う

その他

地元産物をもっとアピールし、地産地消を推進する
タクシーやバスが少ない
車いすの子が気軽に入れる店舗を増やす
市⺠同⼠の情報交流促進みらい情報ネットの整備
市内購買力が流出している
市内の就業先が少ない

（一部抜粋）
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分野：生活環境・都市基盤
重点的に解決すべき問題・課題 その他の問題・課題

項目 具体的な問題・課題・意見

公共交通

コミュニティバスの偏り
交通機関の充実
バスの通勤時間の運行
バスの本数が少ない

ゴミ 生ゴミを分解するようなゴミ処理施設が市にほしい
粗大ごみの不法投棄

防災 防災・災害時の非常用電源の確保
車イス医療的ケアの子が避難できる場所

その他
空き家・空き地対策
公園がない
計画道路がなかなか進まない

項目 具体的な問題・課題・意見

インフラ
TXの運賃
TXの東京駅延⻑
下水道整備

持続可能な
社会づくり

旧集落の過疎化
次世代の転入を増やす
多文化共生社会

生活環境整備

高齢者のゴミ出し補助が望まれる
空き家が多い
みらい平地区に⾃治会がとても少ない
地域防災が難しい
ゴミステーションが汚い
ゼロカーボンシティの具体策がない

道路・歩道

カーブミラーやガードレールの整備
音の出る信号機が少ない
街灯を増やしてほしい
交通安全の支障とならない街路樹管理
道路に歩道が整備されていないところがある
ガタガタの歩道をきれいに
田んぼ道の歩道が狭い
道路で狭いところが多い
草が生えていて車で走りにくいところがある
用水路の草

都市開発 スマートインター近くの都市開発

防犯防災
防災・雨水対策
⾃助・共助の促進
小貝川の堤防（スーパー堤防）

（一部抜粋）



４．参加者アンケート
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参加者アンケート
結果 調査票

１．ワークショップに参加してみていかがでしたか？ 回答数 割合

a.楽しく参加できた 48 98.0%

b.あまり楽しくなかった 0 0.0%

c.その他 1 2.0%

合計 49 100.0%

２．ご意見やアイデアは出せましたか？ 回答数 割合

a.考えた意見やアイデアを出すことができた 26 53.1%

b.まぁまぁ意見やアイデアを出すことができた 21 42.9%

c.あまり意見やアイデアを出すことができなかった 1 2.0%

d.その他 1 2.0%

合計 49 100.0%
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参加者アンケート
主な感想・ご意⾒
• いろいろな世代の意見を聞けたのでよかったです。
• 息子を連れてきたのに、皆様優しく対応して頂いて本当に助かりました。次回も連れてくるかもしれませんが宜しくお願いします。
• 市⺠参加形式で話し合うことで⾃分の知らない⾊々な実態を知り、視野が広がった。今後とも、継続的にお願いしたい。
• 市内の⾊んな地域に住む方や⾃治体と交流し楽しく参加できました。来年以降もぜひ続けていただきたいです。
• 参加するにあたり、若人ばかりかと、少し不安がありましたが、そんな気配もみせず、楽しく意見を出せました。若い方達の発言が、とても新鮮で参考
になりました。

• このようなワークショップはとても良いと思いました。みなさん熱い思いがあるのを感じました。年代の混合も良いと思いますが、同世代でこのようなワーク
ショップを実施すると、その世代に特化したディスカッションができて良いと思いました。

• 初めてこのような事に参加して、緊張していたが周りの方々がとても優しい人ばかりでとても楽しくできた。２回目はもっと⾃分の意見を出せるようにし
たい。

• 幅広い年齢層の方と⾊々な課題が抽出できて良かったと思います。もう少し時間があれば課題に対する対策を打合せしたかった。
• 多様な参加者と情報や価値感を共有でき、市への愛着が深まりました。ワークショップへの参加により、まちづくりの一翼を担う機会を得ました。また、
笑顔で会いましょう♪

• 行政、市内企業、市⺠とが一体となり、すべてにおいて協力しあい、ここに住んで良かったと思える総合計画を策定していただきたい。
• もう少し時間がほしかった。各課題にもう少し深掘りしたかった。
• ⾊々な世代が集まり、話し合えて、良かったです。付せんに記入する時間が短く感じられました。この機会をありがとうございます。
• 市⺠の声を聞く場としては良いと思うが、実現困難な意見が多かったと思います。次回は、市の方向性を示したうえで意見を求めた方が効率良くい
くのでは。

• ワークショップの意見が反映されるよう(小さなことなら早くできるのではないか)期待します。⾃分が思っていたのとは違う課題点も見えて、参加して良
かったです。 （一部抜粋/原文ママ）


